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新型コロナウイルス感染症の急拡大による 

長崎医療圏の医療の非常事態について 
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新型コロナウイルス感染症の第３波による感染拡大が止まらず、感染症治療のみな

らず、感染症治療以外の医療が甚大な影響を受けています。すでに長崎市内の医療機

関においても救急患者の受け入れに支障が出ており、予定の入院や手術の延期が余儀

なくされています。すなわち、医療全体が崩壊しかねない非常事態を迎えています。 

 

 

１．新型コロナウイルス感染症の診療のため縮小している一般病床について 

 

重症を含む新型コロナウイルス感染者の急増を受け、コロナ診療を担当している長

崎市内の 4病院（長崎大学病院、長崎みなとメディカルセンター、長崎原爆病院、済

生会長崎病院）で約 400床の一般病床を縮小し、看護師、医師のマンパワーをコロ

ナ診療に注力しています。この数は、1つの病院の病床を使用できない状況に相当し

ます。 

このことから、重症、緊急など命に関わる疾患を優先的に治療し、治療を待機でき

る場合は、入院の延期をお願いする事態も起こっています。 

 

 

２．救急医療体制について 

 

長崎市内の二次救急医療を担う 20医療機関のうち、３つの病院で院内感染が発生

していることから、現在残りの医療機関で連携し、二次救急医療を支えています。し

かし、そのうちコロナ診療も担う長崎みなとメディカルセンター、長崎原爆病院、済

生会長崎病院の３つの病院では、上述のとおり、一般病床数を縮小しているため、救

急入院の受け入れが厳しい状況に陥っています。また、これに伴い、他の救急協力医
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療機関でも満床に近い状況になっています。このままの感染拡大が続くと、救急受け

入れができなくなり、脳卒中・心臓病などの救急医療が停止するような危機的状況に

なることも想定されます。 

 

 

３．市民の皆さまへ 

 

上記のとおり、長崎医療圏では今まさに医療崩壊が始まっています。三密回避、マ

スク着用、手指消毒などの感染防御対策はもちろんですが、不要不急の外出・会食を

可能な限り自粛いただき、感染の機会を減らしていただくよう、お願いいたします。

皆さまの慎重な行動が、長崎医療圏の医療体制の維持に繋がり、救わなければならな

い命を救うことにもなります。何卒ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 報道機関の皆様におかれましては、この 4 病院からのお願いにつきまして、紙面等

での情報発信について、何卒ご配慮をお願い申し上げます。 
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